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新しい CR用加硫促進剤

ノクセラー HRについて（つづき）

5. ノクセラー HRと各種加硫促進剤の併用

ノクセラー HRと各種加硫促進剤例えば，ノクセラー 配合

H, ノクセラー EUR, ノクセラー TMU, ノクセラー

PRなどの併用効果を検討した． ノクセラーHRにノク

セラーHを併用すると未加硫ゴムのムーニー粘度を高め

ます．スコーチおよび加硫速度をわずか早めます．加硫

物の物性はノクセラー HR単独の場合と大差ありませ

ん． ノクセラー HRにノクセラー EURを併用するとス

コーチおよび加硫速度を早めます． 特にノクセラー 22

(0. 5 phr)単独に近い加硫速度が得られます． 加硫物の
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ムーニースコーチおよびレオメーター試験
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適量

HR  (2. 0) HR  ((1. 0) ) I HR  ((I. 0) ) EHUR R(0. 75) ) HR  ((I. 05) )HR  (1. 0) ) 22 (0. 5) 
H 0. 5 EUR 0. 5 (0. 5 TMU 0. PR  (0. 5 

Vm 53.5 62.0 59,6 55,2 58.8 59.4 59.5 
ムーニー

t5 7'00" 6110" 6115" 5'4311 7'15" 7'20" 515011 
スコーチ＊

td30 17'12" 10'26" 9'01" 13'24" 14'25" 16'48" が5211

t 10 712011 6'00" が30" 510011 6'5011 610011 315011 
レ オ tg。 2が3011 22'30" 17'50" 20'4011 23'0011 2215011 1812011 
メ ター＊＊

M~ 49. l 49.4 47.1 45.2 52. I 46.6 40.4 

* ML-I, 125℃ ** 150℃ 

加 硫試験 加硫温度： 150℃ 

三 瓢冨f料IHR  (2.0) I附翡腐I:JR他：悶1:記喜U臨如喜悶紘腐 22(0.5) 

20 219 232 211 224 209 230 217 
Tu 30 221 214 209 218 207 227 202 
(kg/cmり

40 234 209 209 212 206 218 198 

20 260 240 230 250 220 260 260 
En 30 240 220 220 240 220 250 240 
（％） 

40 250 220 210 210 220 220 220 

20 63 68 60 57 66 63 55 

(kgM/c10m0 り 30 62 68 68 60 65 67 57 

40 63 62 67 63 66 68 63 

20 78 78 77 78 78 78 76 

Hs 30 78 79 78 78 79 78 77 

40 78 79 79 78 79 80 77 

(95) 635 
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物性はノクセラー HR単独およびノクセラー 22単独の するとスコーチおよび加硫速度をわずかに早めます．引

場合と大差ありません．すなわち，ノクセラー HRにノ 張特性はノクセラー HR単独の場合と大差ありません

クセラー EURを併用するとノクセラー 22と同等の物 が，圧縮永久ひずみおよび熱老化の変化率が大きいよう

性が得られます． ノクセラー HRにノクセラー TMU です．

を併用するとスコーチおよび加硫速度をわずかに早めま したがって， ノクセラー 22の代替として用いる場合

す．加硫物の物性はノクセラー HR単独の場合と大差 はノクセラー HRとノクセラー EURの併用をお勧め

ありません． ノクセラー HRにノクセラー PRを併用 いたします．（各試験項目の記号は SRIS3101に準拠）．

反発弾性および圧縮永久ひずみ試験

I HR  (2.0)ー一附紘腐 I:flR 駄腐 I 忠~R~窯蒻忠ふ蟷．麿I閃:1i: ~u 22 (0. 5) 
R (%) 42 44 43 42 44 43 41 

cs(%) 22.2 22.9 26.2 31.4 21.l 31.4 I 41.2 

加硫条件： 150℃ x30分

cs (100℃ x70h, 25%圧縮）

加熱老化試験

引＼張特＼性、口□ 老時化~試料I HR  (2.0) HR  (（1. 0) ） HR  ((I. 0) ) EHUR R(0. 75) ) HR  (（1.0) ） HR  (1.0) ） 22 (0.5) 
H 0.5 EUR 0.5 (0,5 TMU 0,5 PR  (0.5 
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Hsの変化
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96 8 6 6 7 5 8 6 
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加硫条件： 150℃ x30分

老化温度： 120℃ 
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